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〈書評〉

クレジ ッ トと債務社会

債務者の視点からみた現代社会の一側面

Janet Ford, The Indebted Society: Credit and Default 
       in the 1980s. (Routledge,1988)

大 山 小 夜

は じめに

「クレジット社会」という言葉を聞いて、真 っ先に思 い浮かべるのはおそ らくアメ リカ

合衆国ではないだ ろうか。確かにアメリカで は、 ドル紙幣のことが 「貧乏人のク レジ ット

カー ド」①とた とえ られるほどクレジッ ト社会が浸透 している。一方、 アメ リカに追従す

るかのように発展 している日本のク レジッ ト社会は、現在個人向けの無担保融資残 高が70

兆円にものぼ り、裁判所 の支払い命令 が年間60万 件、約150万 人が多 重債務に苦 しんでい

る②。そう してイギ リスは、アメ リカと 日本 に次 ぐ第三のクレジ ッ ト社会β)だと言われて

いる。 これか ら紹介する 「債務社会』の著者であるジャネ ッ ト・フォー ドは、この ような

「債務社会」 としての現代のイギ リスを描いている。私が本書を紹介す る理 由は、著者が

描いた 「債務社会」がイギ リスのみな らず一般的に現代の社会が突入 しつつ ある共通 した

社会の一つの形態だと考えたか らである。また本書を紹介するね らいは、著者が展 開 して

いる 「債務社会」 とい う新 しい観 点か ら現代社会を分析する杜会学的な意義を考 えてみる

ことにある。

本書では、題名にもある 「クレジッ ト(credit)」と 「債務(debt)」 という言葉が非常に頻

0)全 国 高等学校長協会家庭部会他編集
,発 行,1993,p・10・

¢》 青木監修
,1995.

O)西 ヶ谷
,1992,pp・166-167,西 ヶ谷はイギ リスを 「第三のカー ド大 国」と記 しているbカ ー ドと

い ってもプ リペイ ド・カー ドなど実際には様 々な種類があるが、 この本のなかで西 ヶ谷はカー ド

という言葉を クレジッ ト・カー ドとして用 いているので、本稿では これを 「ク レジッ ト社会」 と

解釈 した。
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繁に登場 し、これ らの言葉を鍵概念に しなが ら議論が展開されている。 しか しこれ らは、

一般 に経済用語 として使用される場合での概念 とは多少異なる。本書の紹介 に移 る前 に、

これ らの概念定義を整理 しようと思 う。経済用語 として使用 される場合、 「クレジッ ト」

とは一般的には消費者信用(consumercredit)の ことを指 し、消費者の 「信用」を最大の担保

とした信用供与サー ビスのことをい う。 この消費者信用には、 「消費者金融」 と 「販売信

用」の二種類がある。前者は個人に対 して直接融資を行なうシステムであ り、後 者は消費

者が代金を必ず支払 うことを前提として、先に商品 ・サー ビスを供与す るシステムである。

一般的には以上のことを クレジッ トというのであるが、本書の著者によれば、借 り手の立

場か らす るな らばどのような形態をとっていよ うとクレジッ トとはすなわち借金 であ り債

務 なのである。 したがって本書 においては、 しば しば 「ク レジ ット」と 「債務」は同 じこ

とを意味する[p.10]。 大半の場合、債務 は問題な く完済 され るのであるが、奉書の関心

はそこにはな い。 ここでの関心は、 もっぱら 「債務不履行(default)」 にある。す なわち、

債務の返済が予定通 りに行なわれていない事例 に著者は注 目しているのである。

本書は、第一章か ら第三章までの第一部と、第四章か ら第九章までの第二部という構成

をとっている。第一部では、消費者信用産業全般についてその歴史 と構造 の特徴 が記述 さ

れている。この第一部においては統計データを中心 とした記述が多い。一方、第二部では

債務のなかで も特に抵当ロー ン④における債務不履行者を対象 とした追跡 調査を もとに、

彼 らの杜会的位置、債務観、債務への対処の仕方などが描かれている。 したがって、第二

部では第一部 とちがい、面接での会話の記録などの質的データの記述が 中心となってい る。

第一章 「クレジッ ト、債務、債務不履行:そ の概観」では、そ うした本書の全体 の流れを

紹介す るとともに、ク レジッ トを研究する意義を述べている。

1.ク レジ ッ ト産業の興隆 とその展 開

クレジットを研究する意義とは何であろうか。アメリカで消費者研究に携わっている社

会学者カプロビッツは、 「社会学者が往々にして着目してこなかった豊かな社会の一側面

として、どの程度その社会が消費者信用制度に依存 しているかということがあげられる」

⑤と言っているが、著者も彼と同じ立場にたつと述べている。そして著者は次のように考

える。クレジット自体が債務を引き起こすものではなく、それを財政的な交換の手段とし

(0抵 当 ロ ー ン(mortgageloan)と は
、 担 保 と して 不 動 産 に 抵 当 権 を 設 定 す る こ と を 条 件 に 行 な う 金

銭 の 貸 付 の こ と を い う 。

mCaplovitz
,D.,1969,pp.641-55.
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てみな し、債務 という行為 自体に善悪の判断を与えない。 しか しなが ら、ク レジッ トが債

務不履行の前提条件となることは事実であるか ら、クレジッ ト使用のパ ターンが ある程度

債務不履行の類型の枠組みを決定す ることにはなる。 したが って本書でのアプローチは、

ク レジ ット使用のパターンに着 目しなが ら、債務や債務不履行の実態を明 らかに しようと

す るものである。他の研究者によるクレジッ ト研究は以前に も行なわれているが 、著者に

よればいくつかの例外を除けばそれ らは共通 して債務を 「個人的な問題」に還元 して しま っ

ているという。それに対 し、著者は個人的な要因を考慮 しつつ も社会的構造が内包 してい

る要因か らも債務を理解 しよ うする。つま り、社会の構造を も考慮することによ り、わた

したちは債務 とい う ミクロな行為か ら現代社会のマクロな一側面を垣間見ることができる

のである。

そこで第二章 「クレジッ ト」では、第一 にクレジット産業が出現す る以前の金融制度が

衰退 し、それに代わってクレジッ ト産業が急激に発展 していった構造的要因につ いて、そ

して第二にクレジッ ト産業を背後で支えている人々の債務に対す る価値観の変化について、

著者は次の ようなことを述べている。

第一の クレジット産業の構造 と歴史について、著者はまずケネス ・ハ ドソンのr質 屋 の

世界』[H皿dson,1982]に よりなが ら、ク レジ ッ ト産業が 勃興す る以 前について語 る。現

在のようなクレジッ ト産業が出現す る20世 紀初期前までに存在 していた質屋や金貸 しとい

うような金融機関では、産業革命期を境にその主な融資先が上流階級か ら労働者階級へ と

移行す る。産業革命が引き起 こした工業化によ り、多 くの労働者階級の人 々が都市へと移

動 したからである。彼 らは以前のような共同体内での金の融通が都市 においては困難であっ

た。その結果、基本的には都市に存在する質屋な どの金融機関はこうした人々の生活費融

通機関 とな ったのである。 しか し20世 紀に入ると状況 は一変 し、 こうした従来の金融機関

は衰退 してい く。その理 由は、大半の労働者階級 の収入が増えて豊かにな ったことによる。

彼 らの消費生活は、生活費を何 とか融通 していた生活か ら耐久消費財などを求め る生活に

移 り変わ ることになるのである。 さらに都市の郊外化が拡が った ことや、大量生 産によっ

て多 くの製品の質が悪 くな り、これ らが もはや質草にな らな くな った ことも従来 の金融機

関が衰退 した理 由にあげられる。すなわち、クレジッ ト産業 とは こうした時期に出現する

のだ と著者 は考えている。初期の段階では耐久消費財の売上 と連動 して発展 した クレジッ

ト産業 は、近年では商品 ・サービスの供給先 と実際に資金を融通する会社が分誰 した、い

わゆる 「三者間クレジッ ト」契約によって飛躍的に発展する。つ まり、資金を専 門的に融

通す る金融機関や銀行が次 々とクレジッ ト市場に参入す るにつれて、 クレジッ ト市場 内の

競争が過熱するようになるのである。これ はち ょうど1980年 代の頃である。同様 の傾向は
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抵当ロー ンにおいて も見 られ、同 じ時期 に抵 当ローンの市場間競争 も激 しくなる。事実、

第二部で描かれているある金融機関の顧客である被調査者の大半はこの時期 にロー ンを組

んでいるということが、調査の結果明 らかにされている。

しか しクレジッ ト産業が急激に発展 したのを説明するのに、労働者の収入の増加 とか、

クレジッ ト市場の競争の激化 とい った経済的な要因だけでは不十分であ る。産業 界の構造

を拘束 している法律や経済政策の変化、さらに言 うな らばそういった法律や政策を意識的、

無意識 的に規定す る人 々のクレジッ ト観の変化がなければ、クレジッ ト産業は急激 に発展

を遂げることはで きなかったはずである。すなわち、これが クレジッ ト産業の発展を促 し

た第二の理 由であ る。 クレジッ ト産業が出現す る以前においては人々は クレジッ トを道徳

的によ くない と考えていた、と著者は言 っている。18、19世 紀の人々の クレジッ ト観は、

著者によれば 「借金を抱えて朝起 きるより、夕食抜きで夜寝 るほうがいい」 とか、 「借金

か らの脱出は、危険か らの脱 出」、 「借 り手になるな、貸 し手にもなるな」 とい うような

ことわ ざに反映 されているとい う。実際、当時債務問題で裁判沙汰にな ったケー スでは、

債権者 と債務者は ともに厳 しく罰せ られ、他の同様の裁判において もrr公 正』でr誠 実

な』取 り引きを確保するため」に先例に したが ったという。 しか し20世 紀に入 り、小売系

ク レジ ットが失業者の生活を支えるものと して広 く普及す るようになると、 クレジッ トの

有効性をある程度認める声が高まる。そ して1970年 代か ら80年 代の間に、全面的にク レジッ

トの価値を肯定する風潮が高まる。 これは政策の レベルでも確認できる。 この時期に持 ち

家推進政策⑥が実施 されたことに象徴されるように、国家がクレジッ トを受容 し、クレジッ

トを正常なものとして社会のなか に位置づけるのである。 また、 このク レジッ ト観の変容

は個人の レベルで も確認できる。全英消費者審議会(NationalConsumerCounci1)が 行な っ

た調査では、1970年 に実施 した調査において人 々はクレジット使用を望 ましくない と考え

ていたのだが、1980年 の調査ではクレジッ トは日常生活の一部分であるとして これを肯定

的に評価 している。 ここで著者 は、過去十年間の不況 にもかかわ らず、収入の増 加以上に

クレジッ トシステムが社会 に普及 していることに着 目する。いわ く、最近の債務 不履行は

このよ うな状況下で進行 しているのである、 と。

次の第三章 「困った事態か?」 では、第二部で報告 される債務不履行者の追跡 調査に移

(0サ
ッチ ャー政権 の時に実施 され たこの持ち家推進政策によって 、公営住宅の売 却が進み、新築

は増大 した。それに代わ って、民間住宅の新築が増加 した[富 永,1992,p.108]。 この政策は、慢

性的 に住宅 不足 に悩 んで いた イギ リスに と って は、金の かか らぬ 政策 で もあ る[三 村 監修,

1989]。 こ うした政治的背景 を持 ちなが ら、賃貸公営住宅に対 する人々のイメージが悪 くなって

い ったとい う側面 も実際にはある。
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る前 に、クレジ ット産業の発展にともな って増加す る債務不履行に関 して全般的 な説明が

なされている。 ここでは統計データを用いて債務不履行の事態の規模を示 し、債務不履行

に陥るプロセスについてのモデルが提示されている。著者は、債務不履行 の主要 な原因と

なるクレジッ トの分野を消費財、住宅、サー ビスに分類 し、それぞれ についてそ の事態の

規模を説 明しているが、ここでは第二部で重点的にとりあげられている抵 当ロー ンについ

て紹介 したい。 イギ リスにおい て抵当ローンの最大の債権者は、建築協会(thebuilding

societies)で ある。この建築協会 を中心 とした抵当ロー ンの市場間競 争は、上述 したよう

に1980年 代に入 ると激化する。それにともない、 ロー ンの債務不履行 も60年 代、70年 代 と

低い レベルを保 ってい たのが、1979年 か ら一変 して突如増加 する。例 えば、1979年 か ら

1987年 半ばにかけて、6ヶ 月以上の債務遅滞は2530件 か ら64120件 に膨れ上がるのである。

これは市場間競争の激化 にともない、建築協会を始め とする金融機関が融資先を低額所得

層にまで広げてい ったことによる。 この結果多 くの債務者は、収入 と支出の差額 が非常に

小 さく社会構造の変化に弱い人 々、すなわち低額所得者で占め られることになった。 しか

し、著者 はそのような債務者イ コール債務不履行の予備軍 とい う見方は しないで 、数少な

い先行研究⑦を整理 して債務不履行のプロセスのモデル化を非常に注意深 く行な う。著者

によれば、債務不履行の要因たは構造的要因、収入 ・支出の要因、個人的要因の三つがあ

る。言い換えれば、外在的な金銭的環境、家計 の資源 と必要品、家計経営 に関す る内的パ

ター ンと技術である。すなわち、これ ら三つの要因が相互に複雑に関係 しあった ところで

債務不履行は生 じると著者は主張するのである。

2.債 務不履 行者 の事例研 究

第二部の第四章 「債務不履行の研究」において、著者は従来の債務不履行の研究につい

て批判する。なぜなら、従来の研究では債務不履行者を裁判になる段階においてからのみ

とりあげているし、また多 くの研究は債権者からの視点でおこなわれているからである。

確かに、そうした視点から行なわれる研究は制度的記録にある正確さを持ち合わせている

であろう。また調査対象の性質上、債務者の視点からの事例研究は困難であるということ

もある。けれども、債務不履行とは様々に異なったレベルの要因が複雑に絡み合 って生じ

るのであり、従来の研究にありがちな明快すぎるカテゴリーではそのような債務不履行と

の フ ォ ー ド は 以 下 の 文 献 を あ げ て い る 【pp .58-9】 。Doling,」.,Ford,」.andS㎞fford,B.,1988,AProperけ

OwingDemocracy,Aldersho重,Gowe1.及 びAshley,R,1983,TheMoneyProblemsof重hePoorALite凱ure

Review,SSRC/DHSSStudiesinDeprivationandDisadvantage11,London,Heinemann.
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いう事象を リアルに描き出す ことができない。そ こで著者は、訴訟にはいた らな い9ヶ 月

以上債務 の履行がない人 々を調査の対象に選んだ。 この被調査者は建築協会から融資を受

けている人 々である。調査は独 自の調査チームによって1985年4月 か ら翌年86年1月 まで

の間に計3回 行なわれた。その間に債務を完済 したケースは、その都度被調査者か ら除外

した。 このため調査対象数は第1回 目が40件 、第2回 目が27件 、そ して最終回には14件 と

なる。面接の内容は次の通 りである。第一に、経歴や抵当ロー ンのデータと住宅 を購入 し

ようと思うまでのプロセス。第二に、実際に債務不履行 になったことに対する自覚と反応。

第三に、債務不履行 の要因に関する認知。第四に、建築協会との相互作用 とその関係。そ

して第五に、債務者 自身の債務管理 プロセスの形態である。面接はラポールを維持す るた

めに、同じ人が担当になるように割 り当て られ、1回 の面接では1時 間か ら3時 間を費や

した。

以上の調査方法に基づ いて実施 された調査の結果、さま ざまな事実が第五章 「債務の環

境」以降で明 らかにされる。経済的な環境 については第三章で既に述べたとして、 この章

では主にそれ以外の環境的要因について説明されている。 ここでは、特にこの被調査者 に

特徴的にみられ る社会的位置 と、彼 らの住宅所有に対する期待 について紹介す る。すなわ

ち、彼 らの大半が熟練労働者か もしくは半熟練労働者であった。収入は半熟練労働者 の平

均所得を下回る世帯が約半数いた。彼 らの4分 の3が 、低収入ではあるが収入状 況は安定

していると答えた。また、住宅所有に対する彼 らの期待は非常 に大 きいものであ り、 ほと

んど全ての被調査者がロー ンを組むことに対 して楽観的な期待を抱 き、社会的成 功を思い

描いていた。 こうい った期待が失敗 したときの絶望感を高めて しまうことになる と著者は

述べている。

第六章 「債務不履行への道」では、そのような期待を抱いた人々が実際に債務不履行に

至 るまでに経験す るさまざまな出来事が記述 されている。一般に債務者は複数の借金を抱

えなが らも、債務不履行 もな く返済を完了する。 しか し債務不履行に陥 った被調査者の大

半が、突然の著 しい収入の減少を経験 した結果、返済が困難 になって債務不履行 の状態に

陥ってい ることが明 らかになった。本書では、病気 によって早期退職を余儀な くされた例

や、会社によるリス トラの実施の結果突然解雇を言い渡 されて ロー ンの返済がで きな くな

る例などがた くさんあげ られている。いずれの場合 も、何 とか返済 しようと努力 している

債務者の様子が彼 らの語 りか ら直接伝わ って くる。 しか し多 くの場合は 自転車操業的に返

済 と別の債務を繰 り返 し、その結果収入 と支出の関係が破綻 して しまうという事 実が浮き

彫 りにされた。

第七章 「未払いの経験 とその対処1借 り手 の視点」では、債務不履行 に陥って しまった
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人 々の債務 と債務不履行 に対する態度が描かれている。さらに収入 と支出の調整 について

のさまざまなパター ンが紹介 され、彼 らの債務不履行への対処の仕方が明 らかにされてい

る。結論か ら言 うならば、 自らが陥って しまった債務不履行 という事態に対 して、彼 らの

態度 は次の二 つの次元に ほぼ集約 できる。第 一 には債権者 に対 して 「何 も しない こと

(Doingnothing)」 であり、第二には 「誰にも言わないこと(Tellingnoone)」 である。まず前

者について、被調査者の半数が債権者 に対 して何 もしなかった とい うことが明らかになっ

た。つま り、自らが未払いの状況 にいるとい うことを知 っていなが ら、債権者であ る建築

協会 とコンタク トを とろうと しなか ったのである。なぜな ら、大半が債権者 と会わな くて

も何 とかなると考えていたこと。 また一方で、彼 らに会えば財牽を没収されるのではない

か とい う恐怖を抱 いていたか らである。実際には即財産の没収な どということはあ りえな

いのであるが、彼 らのそうした恐怖心は、実はメディアなどが形成 している未払いに関す

る描写によ って大き く影響を受 けているのではないかと著者は指摘 している。

次に後者の 「誰にも言わないこと」 とい う態度 について、 ここでは特 に債務者 の債権者

以外の人 々、すなわち家族、親、そ して友人との関係が明らかになる。彼 らは債 務不履行

に陥ると、それ以前の人間関係を維持 しようと非常に気を使 う。例えば被調査者 による次

のような語 りが ある。

「昔の海軍の友人が金曜日発つ前に会いにくるというので私はパブに行きました。彼は10時

ぐらいにやってきて酒を勧めてくれましたが、私は余裕がないから結構だといいました。なぜ

だときかれたので 『家を買ったところで節約を しなくちゃな らないんだ。』と答えました。結

局私は彼に説得されて酒ばかりか夕飯もおごってもらいました。けれどもそれはいやなもので

した。……」[p126】

この人にとって、一方的におごられるというのは互酬性の破綻を意味し、これがその人

の精神的な負担になる。このように被調査者の多数が今までの対等な人間関係を保持 しよ

うとして事態を隠す。しかし、一方では精神的な支えと実用的なア ドバイスを求めている

のである。彼 らの多くはそうした中で孤立感と精神的なス トレスに悩まされている。以上

のように、債務不履行という事態に対する彼らの態度というのは他者との相互作用の中で

きわめて社会的に形成されているということがわかる。

その他には次のようなことが確認できた。彼らは家庭内の支出を控えると同時に 「社会

的」支出、つまり家庭外での社会的なつきあいのなかでの支出も押えようとする。これは

夫の協力があって初めて可能になることが調査から明らかになった。ここに家計管理の性

的役割分業の存在を認めることができると著者は指摘する。また、各種の保険の解約をす
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ることによって支出を押えたり、逆に残業やアルバイ トを して収入を増やそうと努力をし

ている様子が確認できた。

第八章 「債務不履行への対処:債 権者の影響」では、被調査者の債務の返済が特に債権

者との相互作用のなかでどのように決定されていくのかが描かれている。総じていえば、

次のようなことが明らかになる。クレジットの激しい市場間競争のなかでは、各債権者、

つまり各金融機関は各自の債権回収に懸命である。そのため、債権者は必要以上に債務不

履行者の不安を煽りたてて返済を勧める。このように債権者の側から一方的に提示された

返済方法は、債務者にとって決 して最善策とは言えない。つまり、債務者は債権者との相

互作用のなかで、ある金融機関の返済をするために他のところで高金利の借金をせざるを

得ないという傾向にあり、ますます返済額が増大するということも往々にしてあるという

ことがここで明らかにされた。

最終章 「個人の生活と社会過程:ク レジットと債務不履行の与える影響」では、再度一

般的な債務に関わる社会の傾向について述べ られている。これは本稿ではあまり取り上げ

なかったことであるが、本書の随所で債務という負担が ミクロなレベルともマクロなレベ

ルとも言えるところで人々や社会に与えている影響に関することである。例えば、債務者

を会社が積極的に雇用しているという事実から逆に、債務が従順な労働者をつくりあげて

いるということが確認できるというものである。すなわち、債務という経済的、精神的負

担が、人々を安定 した生活やそれを維持するための定収入へと志向させているという側面

も見逃 してはならないことであろう。

3.「 債務社 会」 とい う社 会

以上が本書の紹介であるが、著者が明らかにした事実や提示した債務に関する少なくな

いさまざまな仮説をここで全て紹介できないのは残念である。本書の最大の魅力は、何と

いっても債務という比較的不可視な社会的行為に新 しい視点から注目したことである。債

権者である金融機関や裁判所や弁護士などの視点から債務を論じた本は、これまで 日本で

も多く出版されている⑤。 しかし、債務者 自身の語りからさまざまな債務に関する事実を

浮き上がらせ、それを可能な限り忠実に説明しようと試みた本書においては、債務に関し

て実に新たな発見の連続があったのではないだろうか。第二部で展開された、債務不履行

(8)債 権 者の立場か らは
、例えばr月 刊消費者信用 』金融財政事情 研究会な どがあ る。弁護士では

宇都宮健児や木村達也 らが、クレジッ ト問題や 自己破産問題に関す る出版物を出 している。また、

最近独 自の観点か ら行な った債務描写 としては、青木雄二 『ナニ ワ金融道』講談社がある。
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者の語 りの記述か ら彼 らや社会全体を解釈するという方法は、ライフ ヒス トリー に関す る

研究の発展にも刺激を与えることが期待される。

さらに本書の魅力を もう一つあげるな らば、それは債務とい う状況が現代社会のなかで

構造的に作 り出されているという側面に も著者が着 目している点である。著者は第一部 に

おいて、クレジッ ト産業の興隆 とその展開を システマティックにかつ歴史的に記述するこ

とを忘れていない。 もしこのアプローチを欠けば、債務がある意味で構造的に生み 出され

ているとい う事実が明 らかにされ得ないであろう。つまり、著者が町hedebts㏄ietジ では

な く町he'indebted'society"と 表現 した 「債務社会」 としての現代社会の興味深い一側面が

見えに くくなって しま うであろう。いずれにせ よ、第一部と第二部の全 く異なった二種類

の社会学的アプローチによって 「債務社会」 としての現代社会を浮き彫 りにした著者のこ

のような分析は、他の領域における研究に対 して も参考にな るような方法論をた くさん提

示 していると思 われる。

ここであえて本書を批判す るな らば、それは今回著者が実施 した調査が どの程度社会の

一般的傾向 と対応 しているのかとい うことであろ う。確かにこの調査では低額所 得層が 目

立 った。また今回の債権者 はイギ リスの金融機関のなかで も穏健だと言われてい る建築協

会であ った ことか ら、債務者 と債権者の相互作用にも一般的な傾向より比較 的友 好的な関

係があ った ことは認めなければならない。しか し著者が本書のなかで主張 しているように、

債務 という現象があ らゆる収入所得層に浸透 していること、そ して債務のパ ター ンが収入

所得層や債権者 の特殊性より、む しろクレジ ットの使用パター ンと密接 に関連 しているこ

とな どの理 由か ら、今回の質的調査の意義に注 目すべ きであろうと思う。さ らに、債務が

個人的な要因だけではな く、その背後にある経済や政治などの構造的要因、さらには社会

的規範 といった文化的な要因などが相互に関連 しあったところで生 じているとい う事実へ

の着 目も意義があるのではないだろうか。 したが って、今回の調査は決 して現代社会の一

部の特殊な例ではな く、む しろ現代社会のある側面をかな りリアルに描いている と考えた

い。

現在のクレジッ ト産業が可能なのは、政治的にも経済的にも安定 してなおかつ発展 し続

ける社会を想定 しているか らである。そ して、そのよ うな想定の下で近年急激に伸び続 け

ている債務の増加 ⑨には必ず 「緊張」働が ともなう。順調に社会が発展 しつづけ ることは

ないのであ り、ク レジ ットへの依存 にともなって生 じる人 々の 「緊張」 した状態 が破綻す

る場合 もあ りうるのである。それが どんなに深刻な問題を引き起こす のかという ことを示

唆するような現状が、最近 日本において も確認できる(11》。そうした状況をもかんがみれば、

著者フォー ドが 「債務杜会」と表現 した債務にますます依存 しつつある杜会 とい う視点か
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らの現代社会の社会学的理解は、これからいっそう重要になるのではないだろうか。

文 献

全国高等学校長協会家 庭部会 ・社 団法人 日本 クレジッ ト産業協会 ・クレジッ ト教育セ ンター編集,

発行,1993,『 ア メ リカの消費者教育 ク レジッ トをめ ぐる諸問題』

青木雄二監修,1995,『 ナ ニワ金融道 カネと非情のサバ イバル講座』講談社

西 ヶ谷葉子,1992,『 現 代カー ド社会事情』原書房

恥dson,K,1982,pロ 賜 加oん加8,加 御 θc,qプ87'∫肋50c観 撚'αy,TheBoleyHead.=1985,北 川信也訳

『質屋の世界 イギ リス社会史の一側面』 リブロポー ト

富永次郎,1992,『 イギ リスにおける移民労働者の住宅問題』 明石書房

三村浩史監修,荻 田武 ・リムボン共著,1989,r公 営住宅 ・居住者運動の歴史と展望』法律文化社

Caplovi屹,D.,1969,11Cons㎜erCredi1imheAfnuentSociely",伽 α祓bπ 吻 η燗 ノ乃oゐ沼¢初3,vo1.33.

Galbraith,エK,1984,1池4伽 θπ'50cjθり',fo岨hedition.=1994,鈴 木 哲太郎訳 『ゆたかな社会』[同 時

代 ライブ ラリー11]岩 波 書店

(おおやま さや ・修士課程)

⑨ 家計消費研究会編r家 計簿か らみ たニ ッポ ン1995』 大 蔵省 印刷局 によれば
、1994年 の勤労者世

帯の平均債務額は約4e5万 円 であるが、これを債務がある世帯のなかで も特 に住宅 ・土地債務 の

ある世帯 に限定 した平均にす ると約1096万 円 となる。これは この世帯の年間収入874万 円をはる

かに上回る金額である。 この数字 は住宅 ロー ンを抱えた人々の実 感にかな り合 うもの といえるの

ではないだろうか。

0① ガルブ レイス
,1984,p.243.

。1)例 え ば
、近年企業が実施 している リス トラクチュア リングによって不意 に解雇 されて しまうケー
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